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1931 年から 1945 年までの 15 年間において東アジア各地ではいくつもの戦争が行われ、どの戦争に
着目するかによって「戦時」も多様に変わるであろう。だが、鶴見俊輔が日本の連続的な対外膨脹戦
略とそれを持続的に支えた帝国主義的意志を根拠に提唱した 115 年戦争」の概念に従って、本研究も


























































・ 1935 年(当時 15 歳)、日活に
入社。
金信哉(1919'"'-'1998)
• 1937 年(当時 18 歳)にデビュ
・「日本映画のクイーンだ、った入 .貯糧匝翻 |・植民地時期における朝鮮映画
江たか子のつぎの時代の『日本 間圃. 界の「新たなジェネレーショ






























































































































































































第 1 章から第 4 章までにおいて田中絹代、原節子、文芸峰、金信哉という 4 人の女優の「女優表象j
を通時的に分析した章に続いて、第 5 章では各女優の比較検討がなされているが、そこでは特に帝国





第 5 章の各女優の比較検討の部分が、それまでの個別の女優表象を扱った第 1 章から第 4 章にかけ
てと比べて若干分量的に短く、その点が惜しまれるが、以上の成果は日本と韓国における個別的な映
画史研究の限界を超えようとした国際的・学際的な成果として高い評価を与えることができ、本論文
執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって、
本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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